
『
周
易
』
繋
辞
伝
仁
お
け
る
道
の
根
本
思
想

左｛

藤
　
貢
　
悦

　
　
　
　
H
序

　
本
稿
は
、
『
周
易
』
十
翼
、
わ
け
て
も
繋
辞
伝
に
お
け
る
道
の
中
心
思
想
・

基
本
思
想
を
解
明
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。

　
さ
て
、
当
面
の
論
究
対
象
と
す
る
繋
辞
伝
の
成
立
伝
承
に
つ
い
て
現
在

ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
事
柄
を
簡
潔
に
述
べ
て
お
こ
う
。

　
前
漢
の
初
頭
あ
た
り
に
紗
写
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
一
群
の
吊
書
が
、

一
九
七
三
年
、
中
国
湖
南
省
長
沙
か
ら
出
土
し
た
。
馬
王
堆
漢
墓
串
書
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
串
書
の
中
に
現
行
本
『
周
易
』
に
相
当
す
る
写
本

が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
確
認
が
為
さ

　
　
　
（
1
）

れ
て
い
る
。
と
の
発
見
は
繋
辞
伝
が
こ
の
時
代
に
お
い
て
す
で
に
現
行
本

に
近
い
姿
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
点
か
ら
も
、
注
目
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
繋
辞
伝
に
関
す
る
部
分
は
、
概
ね
ω
象
・
象
・

文
の
各
伝
は
見
あ
ら
ず
、
②
繋
辞
上
伝
に
つ
い
て
も
第
八
章
を
欠
き
、
弗

九
章
と
第
十
章
と
が
倒
置
さ
れ
、
㈹
下
伝
の
第
五
章
の
後
半
に
今
本
説
卦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
〕

伝
の
第
一
～
第
三
章
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
串
書
に
つ
い
て
の
多
方
面
か
ら
の
研
究
は
今
日
な
．

お
継
続
中
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
許
多
の
結
論
を
引
き
出
そ
う
と
す
れ
ば
、

さ
ら
に
莫
大
な
時
問
を
要
す
る
こ
と
は
い
う
に
及
ば
な
い
。
現
段
階
に
お

い
て
あ
る
程
度
首
肯
さ
れ
う
る
こ
と
は
、
繋
辞
伝
が
前
漢
の
初
頭
に
お
い

て
そ
う
し
た
形
で
す
で
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
、
十
翼
各
伝
中
に
お
け

る
そ
の
早
出
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
い
う
プ
」
と
、
以
上
の
二
点
で
あ
る
。

他
の
伝
に
っ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
実
態
が
っ
か
め
て
い
な
い
。

　
こ
の
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
各
伝
の
先
後
を
あ
ら
か
じ
め
予
見
し
た
上

で
思
想
研
究
を
試
み
る
こ
と
は
、
忽
ち
多
大
な
る
困
難
に
直
面
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
か
か
る
視
点
に
固
執
す
る
こ
と
は
、
独
断
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

も
の
を
却
っ
て
過
去
の
事
実
と
誤
認
す
る
危
険
性
す
ら
孕
ん
で
い
る
。
如

何
な
る
手
続
を
ふ
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
十
翼
各
伝
の
先
後
を
め
ぐ
る
問
題
は
、

蓋
然
性
の
域
を
脱
却
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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本
稿
は
、
右
に
述
べ
た
見
地
に
立
っ
て
、
易
伝
の
思
想
構
造
を
解
明
す

る
作
業
を
、
思
想
的
に
最
も
注
目
さ
れ
る
繋
辞
伝
に
お
い
て
始
め
る
こ
と

に
し
た
。
し
か
も
、
繋
辞
伝
の
思
想
全
体
を
概
観
す
れ
ば
、
遣
の
思
想
が

そ
の
枢
要
た
る
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
、
何
人
も
こ
れ
を
疑
わ
な
い
で
あ

ろ
う
。

　
い
ま
、
道
の
根
本
思
想
に
焦
点
を
絞
り
、
こ
れ
を
検
討
せ
ん
と
す
る
所

以
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
考
察
の
遇
程
に
お
い
て
は
、
極
力
繋
辞
伝
そ
の

も
の
の
内
的
論
理
に
よ
っ
て
語
る
べ
き
こ
と
に
意
を
用
い
た
。
糞
言
を
要

す
る
ま
で
も
な
く
行
文
に
付
さ
れ
た
注
解
の
類
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
産

出
さ
れ
た
時
代
の
風
土
性
を
担
う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
目
問
題
の
所
在

　
は
じ
め
に
、
先
学
の
す
ぐ
れ
た
数
多
く
の
研
究
の
中
か
ら
、
郭
沫
若
・

馬
友
蘭
・
張
岱
年
の
三
氏
の
諸
説
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。
私
見
に
よ
れ

ば
、
従
来
の
道
の
解
釈
に
お
い
て
、
明
確
な
相
異
を
呈
し
な
が
ら
そ
の
相

異
せ
る
理
由
が
、
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
な
い
ま
ま
閑
却
さ
れ
て
き
た
、
解

釈
上
の
二
つ
の
観
点
（
立
場
）
が
あ
る
。
そ
の
点
が
、
右
の
三
氏
の
所
説
に

は
っ
き
り
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
は
じ
め
に
、
三
氏
の
所
説
か
ら
注
視
す
べ
き
と
こ
ろ
を
摘
記
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

　
郭
沫
若
は
「
易
の
構
成
時
代
」
に
お
い
て
、
萄
子
の
道
に
言
及
し
、
「
道

は
宇
宙
の
中
に
行
な
わ
れ
て
い
る
秩
序
の
あ
る
変
化
で
あ
り
、
所
謂
天
、

所
謂
神
で
あ
っ
た
。
…
…
彼
は
神
、
天
、
道
を
一
体
と
し
て
自
然
の
中
に

あ
る
秩
序
正
し
き
変
化
と
見
傲
し
た
。
」
一
四
七
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
繋
辞
伝
の
道
に
つ
い
て
も
、
「
本
体
的
な
『
道
』
の
術
語
を
用

」
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
道
は
即
易
、
即
神
で
あ
る
こ
と
は
全
く
萄
子
思
想

の
複
写
で
あ
る
。
L
（
四
七
七
頁
）
と
規
定
し
た
。
要
す
る
に
、
郭
沫
若
氏

に
よ
れ
ば
、
繋
辞
伝
の
道
は
『
筍
子
』
に
い
う
そ
れ
と
同
義
で
あ
る
と
し
、
、

そ
の
道
を
〈
秩
序
あ
る
変
化
〉
と
規
定
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
凋
友
蘭
氏
は
、
「
易
伝
に
言
う
と
こ
ろ
の
道
と
は
、
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
O
τ
）

則
（
こ
と
わ
り
、
す
じ
み
ち
の
謂
。
原
文
は
”
規
律
”
）
で
あ
る
。
易
伝
に

よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
も
の
二
」
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
が
あ
る
。
天
に
『
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
〕

の
道
』
、
地
に
『
地
の
道
』
、
人
に
『
人
の
道
』
が
あ
る
。
L
一
六
十
頁
）
と

い
い
郭
氏
と
は
異
な
る
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。
た
だ
、
氏
の
こ
う
し
た

解
釈
は
、
氏
自
身
が
后
に
被
涯
し
て
お
ら
れ
る
、
い
ま
一
つ
の
見
解
と
は

背
馳
す
る
。
一
九
八
四
年
、
山
東
省
曲
阜
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
孔
子
教

育
思
想
討
論
会
」
に
寄
せ
た
「
代
祝
詞
」
の
中
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
朱

喜
と
薬
淵
が
、
ひ
と
し
く
説
く
よ
う
に
、
周
易
に
二
っ
の
基
本
原
則
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
『
流
行
』
で
あ
り
、
『
対
待
』
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
き
わ

め
て
枢
要
で
あ
る
。
周
易
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
二
」
と
は
、
す
べ

て
一
つ
の
過
程
で
あ
り
、
一
つ
の
流
行
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宇
宙
全

　
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
O

体
は
一
つ
の
”
大
過
程
”
で
あ
り
、
”
大
流
行
”
で
あ
る
。
中
国
哲
学
で

言
う
と
こ
ろ
の
『
大
化
』
で
あ
る
。
・
・
…
・
『
一
陰
一
陽
之
謂
道
』
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

て
も
、
こ
の
道
を
一
種
の
”
実
体
”
と
み
な
し
、
西
瓜
を
裂
い
て
一
半
を

陰
、
一
半
を
陽
と
す
る
よ
う
な
、
そ
う
し
た
捉
え
方
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
い
う
道
は
、
か
の
『
大
化
』
で
あ
り
、
『
大
流
行
』
で
あ
る
。
L
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
〇

～
二
頁
）
氏
は
、
初
め
道
を
法
則
（
”
規
律
”
）
と
捉
え
た
の
で
あ
る
が
、
後

に
ま
た
こ
れ
を
「
大
化
」
・
「
大
流
行
」
と
規
定
し
直
し
た
。
氏
の
解
釈

に
は
、
前
後
に
お
い
て
相
反
・
撞
着
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
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O
　
　
O
　
　
　
　
O

氏
が
道
を
解
し
て
そ
こ
に
二
つ
の
意
味
、
す
な
わ
ち
法
則
と
”
大
化
・
大

o
　
　
o

流
行
”
と
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
知
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
張
岱
年
氏
の
見
解
は
、
当
初
に
お
い
て
は
、
後
期
の
．
馬
氏
と
同

じ
で
あ
っ
た
。
「
繋
辞
伝
に
言
う
、
『
一
陰
一
陽
之
道
』
と
。
陰
陽
二
気
が
、

相
互
に
推
移
す
る
、
陽
に
よ
り
て
陽
、
陰
に
よ
り
て
陰
と
な
り
、
（
両
者
は
）

相
い
に
交
替
し
相
連
続
す
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
遺
で
あ
る
。
道
と
い
う

の
は
、
陰
陽
二
気
が
互
い
に
移
り
変
わ
る
（
推
移
）
過
程
で
あ
る
。
」
（
『
中

　
　
　
　
（
7
〕

国
哲
学
発
微
』
二
十
四
頁
）
。
張
岱
年
氏
は
、
陰
陽
二
気
の
移
り
変
わ
る

過
程
を
以
て
遣
を
解
釈
し
た
。
し
か
し
、
氏
も
ま
た
後
に
自
説
に
改
修
を

施
し
て
い
る
。
右
の
論
文
を
『
中
国
哲
学
発
微
』
に
収
め
る
に
際
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

こ
れ
に
注
を
付
し
て
、
「
『
易
伝
』
に
・
い
う
道
と
は
、
普
遍
的
法
則
（
”
普
遍

o
　
　
o

規
律
〃
）
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
道
と
は
普
遍
的
法
則
で
あ
る
、
そ

の
後
も
こ
れ
は
、
氏
の
一
貫
し
た
観
点
の
よ
う
で
あ
る
。
．
一
九
七
九
年
に

発
表
さ
れ
た
「
論
『
易
大
伝
』
的
著
作
年
代
与
哲
学
思
想
」
の
一
篇
に
も

こ
れ
と
概
ね
同
様
の
解
釈
が
開
陳
さ
れ
て
い
る
。
「
繋
辞
伝
に
言
う
、
『
通

乎
昼
夜
之
道
而
知
』
、
『
一
陰
一
陽
之
謂
道
』
と
。
ま
た
、
『
知
変
化
之
道
者
、

其
知
神
之
所
為
乎
』
と
圭
言
う
。
い
わ
ゆ
る
道
は
、
事
物
が
変
化
す
る
法

則
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
則
の
基
本
内
容
が
、
一
陰
一
陽
す
な
わ
ち
対
立
す

る
両
面
の
相
互
維
持
、
相
互
転
化
で
あ
る
。
」
一
：
二
二
頁
）
張
岱
年
氏
の

所
説
に
従
え
ば
、
道
は
法
則
で
あ
る
。
そ
の
法
則
と
は
、
陰
陽
の
「
相
互

推
移
」
、
「
相
互
転
化
」
を
基
本
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
わ
ず
か
三
例
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
著
わ
さ

れ
た
先
人
の
研
究
の
概
要
を
、
あ
る
程
度
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
道
の
根
本
思
想
に
つ
い
て
、
諸
家
の
所
論
は
大
別
し
て
二
種
の
見

解
に
収
約
さ
れ
る
。
そ
の
一
見
相
反
す
る
二
つ
の
見
解
は
、
端
的
に
、
道

を
、
変
化
そ
の
も
の
と
み
る
立
場
と
、
こ
れ
を
原
理
・
法
則
と
み
る
立
場

と
に
分
岐
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
が
、
本
節
に
お
い
て
明
確
に
さ
れ
た
事
柄

で
あ
る
。
以
上
の
諸
点
を
視
野
に
お
き
つ
つ
、
道
の
根
点
思
想
を
検
討
し

よ
う
。

　
　
　
　
目
道

　
本
節
で
の
考
察
を
進
め
る
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
屡
々
取
り
上
げ

ら
れ
て
き
た
、
繋
辞
伝
第
四
章
「
一
陰
一
陽
こ
れ
を
道
と
謂
う
。
」
の
一

文
か
ら
検
討
に
入
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
陰

陽
の
概
念
規
定
を
探
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　
　
　
　
ω
陰
陽

　
繋
辞
伝
の
陰
陽
を
閨
明
す
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
原
初
的
意
義

を
瞥
見
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
後
漢
の
許
慎
『
説
文
解
字
』
に
は
、

陰
を
「
闇
な
り
、
水
の
南
、
山
の
北
な
り
。
」
、
陽
を
「
高
明
な
り
。
」
と

説
明
し
て
い
る
。
陰
陽
の
原
義
は
、
〈
く
ら
い
〉
と
〈
あ
か
る
い
〉
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
と
共
に
、
こ
の
暗
・
明
が
、
地
の
向
背
に
即
し
て
〈
か

げ
〉
　
・
〈
ひ
な
た
V
と
し
て
も
把
捉
さ
れ
て
い
る
。
『
周
易
』
に
あ
ら
わ

れ
た
事
例
で
は
、
中
孚
卦
九
二
の
交
辞
に
「
鳴
鶴
、
陰
に
あ
り
。
」
と
あ
る
。

こ
れ
も
〈
か
げ
〉
で
あ
る
。

　
こ
の
〈
陰
陽
〉
が
発
展
し
展
開
し
た
跡
が
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
中
に

看
取
で
き
る
。
い
く
つ
か
あ
る
用
例
の
中
か
ら
、
本
稿
の
旨
意
に
と
っ
て

最
も
重
要
と
思
わ
九
る
の
が
、
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。
（
た
だ
し
年
代
順

不
同
一
。
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ω
天
子
陽
に
当
り
、
諸
侯
命
を
用
う
る
な
り
。
（
文
公
四
年
伝
、
芽
点

　
　
筆
者
、
以
下
も
同
じ
）

こ
こ
に
、
「
陽
」
を
以
て
天
子
に
瞼
え
る
謂
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

す
れ
ば
、
こ
の
陽
そ
の
も
の
は
、
い
わ
ば
一
種
の
記
号
な
い
し
符
号
と
解

さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
者

　
②
右
の
宋
に
限
つ
る
五
と
は
唄
星
な
り
。
六
娩
退
飛
し
て
宋
の
都
を
過

　
　
ぐ
る
は
風
な
り
。
・
…
是
れ
陰
傷
の
事
な
り
。
吉
凶
の
生
ず
る
所
に

　
　
あ
ら
ざ
る
な
り
。
吉
凶
は
人
に
由
る
。
（
僖
公
十
六
年
伝
）

唄
石
、
大
風
は
陰
陽
の
仕
業
で
あ
り
、
吉
凶
は
人
の
善
悪
に
よ
る
と
い
う
。

す
れ
ば
、
こ
の
陰
陽
は
自
然
現
象
を
引
き
起
こ
す
く
は
た
ら
き
V
、
な
い

し
〈
作
用
〉
と
解
さ
れ
よ
う
。

　
㈹
天
に
六
気
あ
り
。
…
…
六
気
は
陰
、
陽
、
風
、
雨
、
晦
、
明
を
日
う
。

　
　
（
昭
公
元
年
伝
）

こ
の
陰
陽
は
陰
陽
二
気
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
〈
陰
陽
〉
は
〈
気
〉

と
結
び
、
明
確
に
陰
陽
二
気
の
概
念
を
形
成
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
気
と
は
何
か
。
い
ろ
い
ろ
と
複
雑
な
聞
題
も
含
ま
れ

る
が
、
簡
単
に
い
う
と
、
そ
れ
は
本
来
く
雲
気
V
と
か
、
生
物
の
生
命
現

象
に
か
か
る
く
い
き
V
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
『
孟
子
』

に
　
　
公
孫
丑
が
「
浩
然
之
気
」
を
問
う
た
の
に
答
え
て
　
　
「
そ
の
気

た
る
や
、
至
り
て
大
、
至
り
て
剛
。
直
を
も
っ
て
養
な
い
て
害
う
こ
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
一
8
〕

け
一
れ
ば
、
天
地
の
問
に
も
塞
っ
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
宇
宙
に
充
満
す
る

も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
荘
子
』
に
「
人
の
生
は
気
の
聚
ま
れ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
g
）

聚
ま
れ
ば
則
ち
生
と
為
り
、
散
ず
れ
ば
則
ち
死
と
な
る
。
」
一
知
北
漉
篇
）

と
あ
っ
て
、
気
の
聚
散
が
す
な
わ
ち
人
の
生
死
だ
と
説
か
れ
る
。
ま
た
、

「
陰
陽
は
気
の
大
な
る
者
な
り
。
」
（
則
陽
篇
）
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
陰

陽
　
　
気
の
連
関
が
こ
こ
に
も
提
起
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
ほ
ぼ
知
ら
れ
る

よ
う
に
、
気
は
万
物
を
構
成
す
る
窮
極
の
要
素
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ

は
宇
宙
に
充
満
し
、
物
質
的
で
あ
り
な
が
ら
運
動
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
陰
陽
と
は
、
い
わ
ば
一
種
の
記
号
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が

同
時
に
、
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
物
の
窮
極
の
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ

の
二
点
を
見
定
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
こ
の
”
記
号
”
と
い
う
意

味
が
、
十
分
に
分
明
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
”
窮
極
的
要
素
”
の

謂
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
も
、
さ
ら
に
一
層
の
論
究
が
求
め
ら
れ
る
の
は
勿

論
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
に
お
い
て
、
最
も
重
要

視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
資
料
の
一
つ
が
、
他
な
ら
ぬ
十
翼
な
の
で
あ
る
。

一
u
）

　
さ
て
、
十
翼
に
み
ら
れ
る
陰
陽
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
「
『
周

易
』
に
お
け
る
太
極
の
思
想
的
意
義
」
（
『
倫
理
学
』
第
一
号
所
収
）
で
論

じ
て
あ
る
。
前
述
の
所
論
と
も
関
連
し
て
、
繋
辞
伝
を
中
心
に
そ
の
概
要

を
述
べ
よ
う
。

　
陰
陽
は
、
剛
柔
と
置
き
換
え
ら
れ
て
も
よ
い
。
さ
ら
に
は
乾
坤
、
天
地

と
も
相
即
不
離
の
関
係
に
あ
り
、
と
き
に
同
義
で
さ
え
あ
る
。
し
か
も
、

「
子
日
く
、
乾
坤
は
そ
れ
易
の
門
か
。
」
（
繋
辞
下
・
五
章
）
に
表
出
さ
れ

る
と
お
り
、
易
的
論
理
は
、
基
本
的
に
陰
陽
を
い
わ
ば
二
本
の
柱
と
し
て

成
立
す
る
。
つ
ま
り
こ
こ
に
陰
陽
は
、
二
元
の
位
置
に
ま
で
高
め
ら
れ
、

も
は
や
単
に
記
号
と
し
て
以
上
の
意
義
を
持
つ
に
至
っ
た
。
視
座
を
変
え

て
い
う
と
、
右
の
こ
と
は
、
世
界
の
一
切
の
事
物
が
、
こ
の
二
元
の
う
ち

に
纏
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
天
・
尊
・
明
・
日
・
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男
・
暑
・
闘
・
の
動
的
・
積
極
的
諸
相
が
陽
で
あ
り
、
地
・
卑
・
暗
・

月
・
女
・
寒
・
閨
の
静
的
・
消
極
的
諸
相
が
陰
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
事
物
の
存
在
し
運
動
・
変
化
す
る
様
相
は
、
対
立
相
に
お
い
て
捉

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
積
極
と
消
極
を
象
徴
す
る
と
い
う
の
が
、
こ

の
陰
陽
一
二
気
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
同
時
に
、
こ
の
陰
陽
が
、
万
物
の

生
成
を
原
理
的
に
説
明
す
る
場
合
、
陰
陽
二
気
と
い
う
規
定
が
な
さ
れ
得

る
。
し
か
も
、
こ
の
陰
陽
二
気
は
、
も
は
や
白
然
界
の
六
気
と
い
う
意
味

か
ら
脱
却
し
て
い
る
。
－
た
だ
し
、
陰
気
・
陽
気
と
い
っ
た
直
接
的
表

現
は
、
乾
卦
文
言
伝
に
「
陽
気
」
の
一
例
を
み
る
だ
け
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
二
気
に
よ
る
万
物
生
成
の
論
理
は
概
ね
こ
う
で
あ
る
。

ま
ず
「
精
気
は
物
と
な
り
、
遊
魂
し
て
変
を
為
す
。
」
（
上
・
四
章
）
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

こ
れ
は
、
純
粋
精
霊
な
る
気
が
積
聚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
が
生
ま
れ
、

聚
り
極
ま
れ
ば
遊
散
し
て
、
物
が
消
滅
な
い
し
は
異
類
と
な
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
積
聚
・
遊
散
の
し
く
み
が
、
「
天
地
綱
。
縄
し
、
万
物

化
醇
す
。
男
女
精
を
構
せ
て
万
物
化
生
す
。
」
（
下
・
四
章
）
と
説
明
さ
れ
る
。

端
的
に
い
っ
て
、
天
～
男
は
、
自
然
界
に
お
け
る
生
成
の
能
動
的
側
面
、

地
～
女
は
、
そ
の
受
動
的
側
面
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。

従
来
の
諸
説
に
従
っ
て
、
天
（
男
）
気
と
地
一
女
）
気
と
の
交
合
・
感
応
を
説

く
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
成
卦
象
伝
に
、
「
二
気
感
応
し
て
、
以
て

　
　
く
み

相
い
与
す
。
」
と
あ
る
の
も
、
そ
れ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
所
論
を
要
約
す
る
と
、
陰
陽
（
二
気
）
は
、
世
界
の
あ
ら
ゆ

る
事
物
の
窮
極
の
要
素
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
対
立
相
の

象
徴
で
も
あ
る
、
と
な
る
。

　
次
に
、
一
陰
一
陽
に
つ
い
て
考
察
し
ょ
う
。

　
　
ω
　
一
陰
一
陽

　
「
一
陰
〒
陽
」
と
類
似
す
る
い
い
方
一
句
型
）
が
、
繋
辞
伝
の
二
箇
所
に

　
　
見
受
け
ら
れ
る
。

　
川
日
月
運
行
し
て
一
寒
一
暑
す
。
一
上
・
一
章
）

　
ω
是
の
故
に
、
戸
を
閨
づ
る
、
こ
れ
を
坤
と
謂
い
、
戸
を
關
く
、
こ
れ

　
　
を
乾
と
謂
う
。
一
闘
一
闘
、
こ
れ
を
変
と
謂
う
。
（
上
・
第
十
章
）

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
か
か
る
句
型
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
表
現

上
の
特
徴
は
、
”
交
替
・
循
環
〃
の
変
化
を
表
白
す
る
点
に
あ
る
。
し
か
も
、

そ
の
交
替
・
循
環
の
当
体
が
、
寒
・
暑
な
い
し
闇
・
．
閥
と
い
っ
た
、
い
わ

　
あ
い
ば
相
対
立
す
る
関
係
に
立
脚
す
る
事
象
で
あ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。
一

陰
一
陽
は
、
”
陰
陽
”
の
交
替
・
循
環
室
言
表
す
る
こ
と
ば
と
看
傲
さ
れ

て
よ
い
。
か
か
る
見
地
か
ら
「
一
陰
一
陽
は
、
対
立
と
迭
運
の
二
義
を
兼

ぬ
。
」
（
『
周
易
折
中
』
繋
辞
伝
上
・
四
章
注
）
と
し
た
清
の
李
光
地
の
解
釈

が
注
目
さ
れ
よ
う
。
彼
の
い
う
”
対
立
”
と
”
迭
運
（
か
わ
る
が
わ
る
め

ぐ
る
）
”
が
、
ま
さ
に
本
稿
の
”
対
立
”
と
”
循
環
・
交
替
”
に
等
し
い

内
実
を
持
つ
。
し
ば
ら
く
、
李
光
地
の
案
語
に
沿
っ
て
検
討
を
進
め
よ
う
。

　
　
対
立
と
は
、
天
地
、
日
月
の
類
こ
れ
な
り
。
即
ち
前
章
所
謂
の
剛
柔

　
　
な
り
。
迭
運
は
、
寒
暑
、
往
来
の
類
こ
れ
な
り
。
即
ち
前
章
所
謂
の

　
　
変
化
な
り
。
（
同
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い

天
・
地
、
日
・
月
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
対
立
す
る
、
寒
と
暑
、
往
と
来
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
運
行
（
運
動
）
す
る
、
こ
の
”
相
対
”
と
”
相
互
運
行
”

と
が
お
し
な
べ
て
一
陰
一
陽
に
包
含
さ
れ
る
と
す
る
。

　
ま
ず
、
こ
の
対
立
と
い
う
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
単
に
対
時
・
対
敵
と

い
う
意
味
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
先
述
の
張
岱
年
氏
の
所
説
に
も
み
ら
れ
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た
「
由
陰
而
陽
、
由
陽
而
陰
」
の
論
理
を
含
意
す
る
。
つ
ま
り
、
天
が
天

と
し
て
定
位
さ
れ
う
る
の
は
、
地
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
の
逆
も
ま
た
然

り
。
し
た
が
っ
て
、
天
は
地
を
待
っ
て
天
と
な
り
、
地
も
ま
た
天
を
待
っ

て
地
と
な
る
。
か
か
る
相
待
の
理
論
が
、
対
立
と
相
即
し
て
い
る
。
寒
暑
、

往
来
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
相
待
の
関
係
に
あ
る
事
象
で
あ
る
こ
と
は
賛
言
を

要
し
な
い
。
こ
こ
に
提
示
さ
れ
た
天
と
地
、
日
と
月
、
寒
と
暑
、
往
と
来
、

そ
の
す
べ
て
は
、
相
待
の
関
係
に
あ
る
。

　
ま
た
、
李
光
地
が
”
迭
運
”
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
寒
暑
、
往
来
の
こ
と

と
述
べ
て
、
さ
ら
に
、
”
変
化
”
で
あ
る
と
規
定
す
る
の
は
如
何
な
る
意

味
か
。
た
と
え
ば
、
寒
が
暑
に
か
わ
る
と
い
う
こ
と
も
、
そ
れ
は
決
し
て

質
的
変
化
を
遂
げ
る
こ
と
、
寒
そ
の
も
の
が
忽
然
と
し
て
暑
へ
と
変
質
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
変
化
と
い
っ
て
い
る
内
実
は
、
寒
が
過

ぎ
れ
ば
暑
と
な
り
、
や
が
て
ま
た
寒
と
な
る
と
い
う
循
環
（
交
替
）
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
で
は
、
天
と
地
、
日
と
月
は
、
か
か
る
循
環
一
交
替
）
と
は
全

く
無
関
係
な
の
か
。

　
い
っ
た
い
繋
辞
伝
に
お
け
る
天
地
と
い
う
語
が
、
包
摂
す
る
内
容
は
、

概
ね
二
つ
に
大
別
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
に
は
、
「
易
与
天
地
準
」

（
上
・
三
章
）
、
な
い
し
「
以
言
乎
天
地
之
間
、
則
備
夷
、
」
（
上
・
五
章
）

に
端
的
に
示
さ
れ
る
天
地
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
天
覆
地
載
の
全
体
、
つ
ま

り
世
界
な
い
し
宇
宙
に
あ
た
る
。
他
方
、
「
天
尊
地
卑
、
乾
坤
定
実
」
一
上
・

第
一
章
）
、
「
天
地
綱
紐
、
万
物
化
醇
」
（
下
・
四
章
）
に
い
う
天
地
が
あ
る
。

こ
の
天
地
は
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
乾
坤
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
節
で
述
べ
た
、
事
物
の
積
極
・
消
極
の
二
相

を
指
し
示
す
こ
と
ば
で
あ
る
と
い
え
る
。
李
光
地
の
”
天
地
”
は
、
天
と

　
　
あ
い

地
と
相
対
置
す
る
天
地
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
こ
れ
に
あ
た
る
。
そ
う
で

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

あ
る
な
ら
ば
、
運
行
す
る
日
月
は
お
ろ
か
、
か
か
る
天
地
に
さ
え
迭
運
が

あ
る
と
捉
え
て
よ
い
と
い
う
結
論
に
至
る
。

　
か
く
て
、
対
立
・
迭
運
を
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
事
象
に
分
け
て
当
て
嵌
め
、

こ
れ
に
よ
っ
て
「
一
陰
一
陽
」
を
解
釈
す
る
こ
と
は
、
実
は
論
理
的
徹
底

を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
対
立
（
相
対
～
相
待
）
の
う
ち

に
は
、
存
在
し
か
つ
運
動
・
変
化
す
る
こ
と
を
も
含
む
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
所
論
を
総
合
し
て
、
こ
の
対
立
と
迭
運
と
は
、
む
し
ろ
両
者
の

相
即
関
係
に
お
い
て
把
捉
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
相
対
（
相

待
）
す
る
と
い
う
こ
と
の
う
ち
に
、
す
で
に
運
動
・
変
化
（
循
環
・
交
替
）

が
含
意
さ
れ
る
。
逆
に
循
環
・
交
替
も
必
然
的
に
相
依
相
待
に
あ
る
事
（
こ

と
）
・
物
一
も
の
）
を
前
提
と
し
、
こ
の
関
係
の
上
に
立
脚
す
る
。
故
に
、

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
が
、
存
在
し
生
成
、
変
化
す
る
様
相
は
、
と
き
に

陰
（
消
極
）
と
な
り
、
と
き
に
陽
（
積
極
）
と
な
り
、
循
環
・
交
替
し
て
無
窮

に
展
開
す
る
、
－
と
い
う
趣
意
が
、
一
陰
一
陽
の
内
容
に
ほ
か
な
ら
な

い
。　
　
㈹
道

　
前
節
で
論
述
し
た
か
か
る
「
一
陰
一
陽
」
が
、
道
と
規
定
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
こ
そ
、
遣
の
解
釈
上
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
生
む

根
本
理
由
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
陰
一
陽
と
道
と
を
結
合
す
る

内
的
論
理
の
把
握
を
め
ぐ
っ
て
、
解
釈
は
大
き
く
二
つ
の
立
場
に
分
岐
す

る
。
一
つ
は
、
万
物
の
存
在
、
運
動
、
変
化
そ
の
も
の
を
捉
え
て
道
と
解

す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
陰
陽
が
即
ち
道
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
も
う
一
つ
の
立
場
は
、
万
物
の
存
在
、
運
動
、
変
化
の
種
々
な
る
様

42



態
も
、
諦
観
す
れ
ば
結
局
の
と
こ
ろ
陰
陽
二
相
の
無
窮
に
連
続
す
る
循
環

の
型
一
一
陰
一
陽
）
に
帰
着
す
る
と
み
て
、
こ
れ
を
道
と
規
定
す
る
。
両
者
の

差
異
の
根
本
は
、
道
を
”
変
化
〃
と
み
る
か
、
あ
る
い
は
”
原
理
・
法
則
〃

と
み
る
か
に
あ
る
。
郭
沫
若
、
漏
友
蘭
両
氏
に
代
表
さ
れ
る
説
と
、
張
岱

年
氏
を
は
じ
め
と
す
る
見
解
と
に
分
岐
し
相
違
す
る
所
以
で
あ
る
。
こ
う

し
た
見
地
か
ら
捉
え
直
す
と
、
両
者
の
相
違
点
は
一
層
分
明
に
な
ろ
う
。

そ
こ
で
、
次
に
為
さ
一
れ
る
べ
き
課
題
は
、
右
に
提
起
し
た
両
様
の
解
釈
を

め
ぐ
っ
て
、
そ
の
是
否
を
究
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
は
じ
め
に
、
道
を
”
変
化
〃
と
解
す
る
見
解
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

抑
、
生
成
と
い
い
変
化
と
い
う
も
、
み
な
存
在
す
る
事
物
一
般
に
つ
い
て

い
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
事
物
一
般
と
道
と
の
関
係
か
ら
検
討

に
入
ろ
う
。
繋
辞
伝
に
お
い
て
、
道
と
事
物
一
般
と
は
、
道
と
器
と
し
て

措
定
さ
れ
る
。

　
繋
辞
伝
の
上
・
十
二
章
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
形
よ
り
し
て
上
な
る
も
の
、
こ
れ
を
道
と
謂
う
。
形
よ
り
し
て
下
な

　
　
る
も
の
、
こ
れ
を
器
と
謂
う
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
形
而
上
者
u
道
、
形
而
下
者
1
1
器
と
い
う
点
を
お
さ
え

て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
か
か
る
道
　
　
器
の
論
理
構
造
を
解

明
す
る
に
は
、
形
而
下
者
1
1
器
か
ら
説
き
起
こ
す
の
が
捷
径
と
な
ろ
う
。

器
に
つ
い
て
、
繋
辞
伝
の
記
述
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
わ

　
ω
幾
は
動
の
微
に
し
て
、
吉
の
先
ず
見
る
る
も
の
な
り
。
一
下
・
四
章
）

　
②
見
る
れ
ば
乃
ち
こ
れ
を
象
と
謂
う
。
形
す
れ
ば
乃
ち
こ
れ
を
器
と
謂

　
　
う
。
（
上
・
十
一
章
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

事
物
の
如
何
ん
に
よ
ら
ず
、
動
き
の
か
す
か
な
も
の
が
、
「
幾
」
で
あ
る
。

っ
ま
り
、
き
ざ
し
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
万
物
の
生
成
に
関
違
付
け
て
解

す
る
か
ら
、
気
の
積
聚
し
よ
う
と
す
る
そ
の
き
ざ
し
を
、
幾
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
気
の
積
聚
が
よ
り
鮮
明
に
な
り
、
何
ら
か
の
す
が
た
と
な
っ

て
現
象
し
た
も
の
、
こ
れ
が
「
象
」
で
あ
る
。
『
韓
非
子
』
は
、
象
に
つ

い
て
こ
う
い
っ
て
い
る
。

　
　
人
、
生
象
を
見
る
こ
と
希
な
り
。
而
し
て
死
象
の
骨
を
得
て
、
そ
の

　
　
図
を
案
じ
て
以
て
そ
の
生
を
想
う
。
故
に
諸
人
の
意
想
す
る
所
以
の

　
　
も
の
、
皆
こ
れ
を
象
と
謂
う
な
り
。
（
解
老
第
二
十
）

人
が
生
き
た
象
を
見
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
死
象
の
骨
か
ら
生
象
を
想
像
し

た
。
こ
こ
か
ら
、
人
々
が
想
像
し
た
も
の
す
べ
て
を
象
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
、
と
い
う
。
こ
の
説
明
は
繋
辞
伝
の
記
述
と
も
一
脈
通
じ
る
。
「
象
な

　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
ど

る
も
の
は
、
こ
れ
に
像
る
も
の
な
り
。
」
（
下
・
一
章
）
と
同
様
の
内
容
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た

み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
象
」
と
は
、
端
的
に
像
（
す
が
た
）
と
解
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
気
の
積
聚
の
完
成
が
、
明
確
な
形
を
有
す

る
「
器
」
で
あ
る
。
「
君
子
の
器
」
一
上
・
七
章
）
、
「
弓
矢
は
器
な
り
。
」
（
下
・

四
章
）
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
器
」
は
具
体
的
な
器
物
を
意
味
す
る
語
で

あ
る
。
い
っ
た
い
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
に
の
ぼ
る
個
物
で
あ
り
、

物
一
般
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
繋
辞
伝
に
よ
れ
ば
、
気
の
積
聚
、
す
な
わ
ち
物
（
も

の
）
の
生
成
に
は
幾
・
象
・
器
の
三
段
階
が
あ
る
。
し
か
も
、
具
体
的
存

在
物
、
つ
ま
り
こ
の
世
界
を
構
成
す
る
万
物
は
、
お
し
な
べ
て
形
而
下
者

で
あ
る
。
そ
の
形
而
下
者
と
い
う
意
味
は
、
し
た
が
っ
て
、
ご
く
単
純
化

し
て
い
え
ば
、
「
形
が
あ
る
も
の
」
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
こ
れ
ま
で
の
所
論
か
ら
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
柄
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
事
柄
を
視
野
に
捉
え
て
、
さ
ら
に
形
而
上
者
－
道
に
目
を
転

じ
て
み
よ
う
。
こ
の
形
而
上
者
と
は
、
形
而
下
者
と
相
表
裏
す
る
こ
と
ば

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
こ
れ
が
「
形
の
な
い
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
見
通

し
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
そ
の
「
形
の
な
い
も
の
」
と
は
、
畢

意
す
る
に
如
何
な
る
意
味
か
。
こ
の
点
を
論
究
す
る
に
つ
い
て
は
、
繋
辞

伝
の
以
下
の
文
が
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

　
ω
六
交
の
動
は
、
三
極
の
道
な
り
。
（
上
・
二
章
）

　
②
易
の
書
た
る
や
、
広
大
悉
く
備
わ
る
。
天
道
あ
り
。
人
道
あ
り
。
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

　
　
道
あ
り
。
三
材
を
兼
ね
て
こ
れ
を
両
に
す
。
故
に
六
。
六
は
宅
に
あ

　
　
ら
ず
。
三
材
の
道
な
り
。
（
下
・
八
章
）

は
じ
め
に
、
二
つ
の
文
の
要
旨
を
簡
潔
に
述
べ
よ
う
。
こ
れ
ら
は
と
も
に

六
交
お
よ
び
画
卦
（
卦
を
構
成
す
る
こ
と
）
の
説
明
で
あ
る
。
朱
子
に
従
え

ば
、
一
卦
六
交
の
う
ち
、
下
か
ら
初
・
二
交
が
地
、
三
・
四
交
が
人
、
五
・

上
交
が
天
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
一
卦
の
う
ち
に
は
、
天
・
人
・
地
の
三

材
が
備
わ
り
、
各
々
二
交
ず
っ
六
交
か
ら
成
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ

る
よ
う
に
、
画
卦
の
最
も
基
本
的
思
惟
は
、
世
界
の
一
切
の
事
物
に
お
い

て
、
天
・
地
・
人
を
三
本
の
柱
と
し
て
立
て
る
点
に
あ
る
。
万
有
を
三
大

別
し
て
、
天
・
人
・
地
の
三
極
（
三
材
）
に
見
立
て
る
。
そ
れ
故
に
、
一
卦

六
交
は
、
三
極
（
三
材
）
に
お
け
る
と
こ
ろ
の
道
を
、
そ
の
は
た
ら
き
の
上

に
開
示
す
る
、
　
　
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
所
論
に
お
い
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
道
は
、
天
・
人
・
地

に
一
貫
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
も
な
お
さ
ず
、
そ
れ
は
、
万
有
に
普
篇

的
、
一
般
的
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
い
っ
た
い
、
こ
の
世
界
の
一
切
の
事
物
は
、
た
と
え
そ
れ
が
い
か
に
微

細
な
要
素
（
気
）
で
あ
っ
て
感
覚
で
き
な
い
存
在
で
あ
っ
て
も
、
物
質
性
を

持
っ
か
ぎ
り
、
や
は
り
時
・
空
に
制
約
さ
れ
る
個
別
者
と
し
て
の
境
位
を

脱
却
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
万
有
に
一
般
的
・

普
篇
的
た
り
え
な
い
。
形
而
下
者
た
る
所
以
で
あ
る
。

　
以
上
の
所
論
と
相
表
裏
し
て
、
道
と
は
、
物
質
性
を
一
切
包
含
し
な
い

形
而
上
者
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
形
而
上
者
を
し
て
「
形
の
な
い
も

の
」
と
解
釈
し
う
る
意
味
も
、
単
に
そ
れ
が
感
覚
を
超
越
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
し
て
、
も
と
よ
り
そ
れ
が
形
質
・
形

体
に
か
か
る
一
切
の
物
質
的
要
素
を
捨
象
し
て
い
る
と
い
う
謂
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
論
旨
を
纏
め
る
と
、
ω
変
化
と
い
う
の
も
、
そ
れ
が
事
物

一
般
に
か
か
る
か
ぎ
り
、
感
覚
の
対
象
た
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
お

し
な
べ
て
形
而
下
者
化
っ
い
て
い
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
こ
ろ
で
②
道

は
形
而
上
者
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
㈹
遺
（
そ
の
も
の
）
は
変
化
で
は
な
い
、

1
と
い
う
結
論
に
至
る
。

　
か
く
て
、
道
を
変
化
と
み
て
そ
こ
か
ら
立
説
す
る
立
場
に
対
し
て
は
著

し
い
困
難
が
提
起
さ
れ
る
。
事
実
、
張
岱
年
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
「
変

化
の
道
を
知
る
も
の
は
、
そ
れ
神
の
為
す
と
こ
ろ
を
知
る
か
。
」
（
繋
辞
伝

上
・
九
章
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
道
は
、
変
化
で
も
”
流
行
”
で
も
あ

り
え
な
い
。
こ
れ
は
、
変
化
の
経
路
で
あ
り
、
す
じ
み
ち
で
あ
る
。
す
で

に
提
示
し
た
「
三
材
一
三
極
）
之
道
」
の
つ
い
て
も
然
り
。
天
・
人
・
地
に

一
貫
す
る
原
理
・
法
則
と
い
う
の
が
そ
の
道
で
あ
る
。
こ
れ
の
み
な
ら
ず
、

繋
辞
伝
に
散
見
さ
れ
る
「
聖
人
の
道
」
、
「
君
子
の
道
」
、
「
小
人
の
道
」
な

ど
一
連
の
”
道
〃
の
術
語
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
変
化
の
謂
で
は
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な
い
。
道
の
根
本
規
定
が
”
変
化
”
と
は
看
傲
さ
れ
え
な
い
こ
と
の
証
佐

と
な
る
も
の
で
、
や
は
り
ど
れ
も
理
法
的
意
味
に
解
し
う
る
。
1
さ
ら

に
い
う
と
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
実
践
の
理
法
的
性
格
を
示
す
語
で
あ
り
、

規
範
的
意
味
を
強
く
持
つ
。
た
だ
、
実
践
論
に
論
及
す
る
こ
と
は
本
旨
の

論
旨
か
ら
そ
れ
る
の
で
、
い
ま
こ
れ
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
避
け
た
い
。

　
で
は
、
こ
の
原
理
な
い
し
法
則
と
は
い
っ
た
い
如
何
な
る
意
味
で
あ
ろ

う
か
。
本
節
で
は
、
こ
の
思
想
的
意
義
を
聞
明
す
る
こ
と
を
以
て
、
最
後

の
課
題
と
す
る
。

　
　
　
　
㈲
神

　
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
繋
辞
伝
の
上
・
九
章
に
は
、
「
子
日
く
、
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン

化
の
道
を
知
る
も
の
は
、
そ
れ
神
の
為
す
と
こ
ろ
を
知
る
か
。
」
と
い
っ
て
、

変
化
之
道
を
知
る
こ
と
が
直
ち
に
神
之
所
為
を
知
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
こ

の
一
文
は
、
変
化
の
道
が
神
の
所
為
と
同
義
で
あ
る
と
看
倣
し
う
る
根
拠

に
な
る
も
の
で
、
道
の
思
想
的
意
義
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
の
関
鍵
と

も
い
う
べ
き
箇
所
で
あ
る
。

　
変
化
の
道
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
変
化
の
す
じ
み
ち
～
経
路

で
あ
る
。
包
括
的
に
捉
え
て
、
こ
れ
を
原
理
な
い
し
法
則
と
い
い
表
わ
す

こ
と
も
で
き
る
。
そ
こ
で
、
問
題
と
な
る
の
が
こ
の
神
の
所
為
で
あ
る
。

一
見
こ
の
”
神
”
は
作
用
を
具
有
す
る
主
体
な
い
し
は
成
因
の
よ
う
に
み

え
る
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
あ
ら
か
じ

め
明
確
に
し
て
、
そ
の
上
で
神
の
所
為
と
は
何
か
を
、
関
明
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
”
神
”
は
ま
た
鬼
神
と
も
い
わ
れ
、
古
く
気
の
消
長
と
密
接
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

か
か
わ
る
語
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
繋
辞
伝
に
、
「
精
気
為
物
、
遊
魂
為

変
、
是
故
知
鬼
神
之
情
状
、
」
（
上
・
四
章
）
、
「
凡
天
地
之
数
五
十
有
五
、

此
所
以
成
変
化
而
行
鬼
神
也
、
」
（
上
・
八
章
）
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
気
の

消
長
を
意
味
し
て
い
る
1
厳
密
に
は
鬼
神
を
屈
（
チ
ヂ
ム
）
・
伸
（
ノ
ビ

ル
一
と
一
う
一
き
で
あ
ろ
了
。

　
し
か
し
、
神
は
こ
の
意
味
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

　
ω
神
は
方
な
く
し
て
、
易
は
体
な
し
。
（
上
・
四
章
）

　
ω
卦
の
徳
は
、
円
に
し
て
神
。
（
上
・
十
章
）

と
あ
る
よ
う
に
、
ω
一
方
に
か
た
よ
ら
な
い
（
偏
衛
）
し
な
い
、
②
霊
妙
で

あ
る
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
神
は
、

　
　
陰
陽
測
ら
れ
ず
、
こ
れ
を
神
と
謂
う
。
（
上
・
五
章
）

に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
〈
陰
陽
の
循
環
・
交
替
し
て
運
動
・
変
化
す
る
そ

　
・
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竈
）

の
事
由
は
わ
か
ら
な
い
〉
と
い
う
語
義
を
含
む
こ
と
ば
で
も
あ
る
。
お

よ
そ
一
見
全
く
ば
ら
ば
ら
の
如
み
え
る
か
か
る
断
片
的
意
味
内
容
も
、
論

理
化
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
陰
陽
（
二
気
）
の
変
化
は
、

そ
の
事
由
は
わ
か
ら
な
い
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
は
十
全
と
し
て
妙
で

あ
る
、
　
　
と
な
る
。
か
か
る
意
味
内
容
が
、
端
的
に

　
　
唯
、
神
な
り
、
故
に
疾
く
せ
ず
し
て
速
か
、
行
か
ず
し
て
至
る
。
（
上
・

　
　
九
章
）

と
あ
る
こ
と
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
”
神
”

と
は
、
つ
と
め
て
速
く
進
も
う
と
せ
ず
に
お
の
ず
か
ら
速
く
、
あ
え
て
行

き
着
こ
う
と
せ
ず
お
の
ず
か
ら
至
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
要

す
る
に
、
繋
辞
伝
の
”
神
〃
と
は
自
然
（
お
の
ず
か
ら
し
か
る
）
と
い
う
謂

で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
の
所
為
と
い
う
の
も
、
い
わ
ば
”
神
〃
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を
、
万
物
の
運
動
・
造
化
の
主
宰
に
擬
ら
え
た
ま
で
の
こ
と
で
、
畢
寛
、

神
の
所
為
と
は
、
万
物
の
自
生
・
自
化
・
自
転
を
い
う
の
で
あ
る
。

　
次
に
掲
げ
る
説
卦
伝
の
一
段
は
、
か
か
る
趣
意
を
明
確
に
説
き
示
し
て

い
よ
う
。

　
　
神
な
る
も
の
は
、
万
物
に
妙
に
し
て
言
を
為
す
も
の
な
り
。
万
物
を

　
　
動
か
す
も
の
、
雷
よ
り
疾
き
は
莫
し
。
万
物
を
棲
む
る
も
の
、
風
よ

　
　
り
疾
き
は
莫
し
。
万
物
を
燥
か
す
も
の
、
火
よ
り
嬢
け
る
は
莫
し
。

　
　
万
物
を
説
ば
す
も
の
、
沢
よ
り
説
ば
し
き
は
莫
し
。
万
物
を
潤
す
も

　
　
の
、
水
よ
り
潤
え
る
は
莫
し
。
万
物
を
終
え
万
物
を
始
む
る
も
の
、

　
　
艮
よ
り
盛
ん
な
る
は
莫
し
。
故
に
水
火
相
逮
び
、
雷
風
相
惇
ら
ず
、

　
　
山
沢
通
気
し
、
然
る
後
能
く
変
化
し
、
万
物
を
既
成
す
る
な
り
。

晋
の
韓
康
伯
が
、
此
文
の
要
諦
を
捉
え
て
、
「
神
は
無
物
」
と
規
定
し
、

し
か
も
、
「
雷
疾
・
風
行
・
火
炎
・
水
潤
が
、
お
の
ず
か
ら
そ
の
よ
う
に

あ
り
、
互
い
に
応
じ
て
化
育
の
功
を
為
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
万
物
が
生
成

　
　
　
　
一
u
〕

す
る
の
だ
。
」
と
説
く
の
は
、
こ
の
箇
所
の
主
意
を
道
破
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
こ
れ
を
さ
ら
に
補
い
展
開
す
れ
ば
、
雷
一
震
）
・
風
一
巽
）
・
火
一
離
）
・
沢

（
見
）
・
水
（
次
）
・
終
始
（
艮
）
の
陰
陽
（
二
気
）
　
　
巽
・
離
・
見
1
－
陰
、

震
・
次
・
艮
H
陽
－
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
も
し
く
は
独
行
す
る
の
で

は
な
く
、
お
の
ず
か
ら
、
互
い
に
感
応
・
推
移
し
て
万
物
を
生
成
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
5
一

と
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
神
の
所
為
と
は
、
万

物
の
自
生
・
自
化
・
自
転
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
物
に
外

在
し
て
こ
れ
を
制
約
す
る
力
で
は
な
く
む
し
ろ
内
在
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
き
つ
め
れ
ば
、
こ
れ
を
陰
陽
（
二
気
）
の
は
た
ら
き
、
す
な
わ
ち
そ
の
自

生
・
自
化
・
自
転
に
ま
で
も
還
元
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
て
、
原
理
な
い
し
法
則
と
い
う
の
も
、
そ
れ
が
万
物
に
外
在
し
て

あ
る
の
で
は
な
く
、
内
在
的
な
原
理
・
法
則
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
、

そ
れ
は
、
ま
さ
に
自
律
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
い
う
な
れ
ば
〈
お
の
ず
か

ら
あ
る
あ
り
か
た
〉
で
あ
る
こ
と
、
以
上
の
二
点
が
本
節
に
お
い
て
明
ら

か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
四
結
び

　
こ
れ
ま
で
の
所
論
を
要
す
る
に
、
繋
辞
伝
に
お
け
る
道
の
根
本
思
想
・

基
本
思
想
に
つ
い
て
以
下
の
如
く
い
い
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
繋
辞
伝
に
よ
れ
ば
、
万
物
の
さ
ま
ざ
ま
な
る
様
態
も
こ
れ
を
諦
観
す
れ

ば
結
局
の
と
こ
ろ
陰
陽
二
相
（
二
気
）
の
無
窮
に
連
続
す
る
循
環
・
交
替
の

型
に
帰
着
す
る
と
み
ら
れ
、
こ
れ
が
道
と
規
定
さ
れ
る
。
道
と
は
端
的
に

い
っ
て
、
お
よ
そ
存
在
す
る
事
物
の
、
お
の
ず
か
ら
あ
る
あ
り
か
た
で
あ

る
。
ま
た
、
か
か
る
論
理
を
、
さ
ら
に
視
座
を
か
え
て
述
べ
よ
う
。
『
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扁
）

緯
乾
襲
度
』
に
「
易
者
易
也
、
変
易
也
、
不
易
也
、
」
と
あ
る
。
こ
の
い

い
方
を
以
て
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
お
よ
そ
存
在
す
る
事
物
は
と
き
に
陰

と
な
り
と
き
に
陽
と
な
っ
て
循
環
・
交
替
す
る
か
ら
、
そ
の
変
化
は
無
窮

に
連
続
し
て
止
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
（
変
易
）
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
し

き
わ
め
て
み
れ
ば
複
雑
に
錯
綜
し
て
み
え
る
変
化
も
陰
陽
の
循
環
・
交
替

で
あ
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
を
一
陰
一
陽
の
型
に
帰
す
こ
と
が
で
き
る
（
易
簡
）
、

こ
の
変
化
の
型
一
あ
り
か
た
）
は
万
物
に
一
般
的
で
あ
り
ま
た
常
に
普
遍
的

で
あ
っ
て
変
ら
な
い
（
不
易
）
1
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
万
物
に
一

般
的
・
普
遍
的
（
形
而
上
）
な
型
な
い
し
〈
あ
り
か
た
〉
が
、
道
で
あ
る
。
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し
か
も
、
上
記
の
所
論
に
よ
っ
て
す
で
に
自
明
の
よ
う
に
、
道
は
、
運

動
を
含
む
万
物
の
存
在
そ
の
も
の
（
形
而
下
者
）
に
相
即
し
て
あ
る
。
馬
が

陸
を
駆
け
、
魚
が
水
を
潜
る
と
い
っ
た
個
個
の
事
物
に
証
示
さ
れ
て
人
の

感
覚
に
の
ぼ
り
、
思
議
さ
れ
、
全
体
把
握
と
し
て
、
お
よ
そ
存
在
す
る
事

物
の
〈
お
の
ず
か
ら
あ
る
あ
り
か
た
〉
と
措
定
さ
れ
る
の
が
道
で
あ
る
。

「
道
た
る
や
、
し
ば
し
ば
遷
る
。
」
一
下
・
七
章
）
と
い
い
、
ま
た
「
道
に

変
動
あ
り
。
」
一
下
・
八
章
）
と
い
っ
て
、
道
（
形
而
上
者
）
が
、
存
在
な
い

し
変
化
（
形
而
下
者
）
と
相
即
的
に
説
か
れ
る
所
以
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
さ
て
、
形
而
上
・
下
の
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
論
究
す
る
こ
と
は
、
徳

論
と
も
絡
ん
で
実
践
論
的
な
課
題
に
も
及
ぶ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
本
稿
は
、
実
践
論

の
理
論
的
基
礎
を
な
す
存
在
論
に
焦
。
占
一
を
定
め
、
そ
の
中
心
的
な
位
置
に

あ
る
道
の
根
本
思
想
に
つ
い
て
集
中
的
に
論
究
し
た
。

　
　
　
　
注

（
1
）
韓
中
民
（
暁
菌
）
「
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
常
書
概
述
」
（
「
文
物
」
一
九
七

　
　
四
－
九
、
湖
南
省
博
物
館
『
馬
王
堆
漢
墓
研
究
』
一
九
七
九
年
、
に

　
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
）

　
　
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
・
湖
南
省
博
物
館
写
作
小
組
「
馬
王
堆
二
、

　
　
三
号
漢
墓
発
掘
的
主
要
収
獲
」
（
「
考
古
」
一
九
七
五
－
一
）

　
　
子
豪
亮
「
串
書
『
周
易
』
」
（
「
文
物
」
一
九
八
四
－
三
）
尚
、
中
国
語

　
　
の
簡
体
字
は
す
べ
て
改
め
た
。
以
下
同
じ
。

（
2
）
韓
前
掲
書
、
四
十
二
頁
。
子
前
掲
書
、
二
十
三
頁
。

（
3
）
「
思
想
」
特
輯
、
東
洋
の
思
想
と
芸
術
、
岩
波
、
昭
和
十
年
。

　
　
　
　
　
　
O
　
　
〇

一
4
）
中
国
語
”
規
律
”
は
日
本
語
の
原
理
な
い
し
法
則
に
あ
た
る
。
尚
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
現
代
中
国
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
は
〃
　
”
に
よ
っ
て
示
し
た
。

　
　
以
下
同
じ
。

（
5
）
「
哲
学
研
究
」
　
一
九
六
0
1
七
・
八

（
6
）
朱
喜
一
和
察
淵
都
説
、
周
易
有
両
箇
基
本
原
則
…
一
箇
是
”
流
行
”
、

　
　
一
箇
是
”
対
待
〃
。
這
箇
説
法
根
掘
要
。
従
周
易
看
起
来
、
甚
歴
東

　
　
西
都
是
一
箇
過
程
、
一
箇
流
行
。
整
箇
宇
宙
就
是
一
箇
大
過
程
、
大

　
　
流
行
、
中
国
哲
学
称
為
”
大
化
”
。
（
略
）
”
一
陰
一
陽
之
謂
道
”
、
不

　
　
可
以
把
遣
当
成
一
種
実
体
、
象
切
西
瓜
那
様
、
・
把
宅
一
刀
蹄
開
、
一

　
　
半
是
陰
、
一
半
是
陽
。
在
這
裏
、
所
謂
道
、
就
是
那
箇
”
大
化
”
、

　
　
就
是
那
箇
”
大
流
行
”
。
L

一
7
）
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
。

（
8
）
其
為
気
也
、
至
大
至
剛
、
以
直
養
而
無
害
、
則
塞
乎
天
地
之
道
、
（
公

　
　
孫
丑
上
）

（
9
）
人
之
生
、
気
之
聚
也
、
聚
則
為
牛
散
則
為
死
、

（
1
0
）
陰
陽
者
、
気
之
大
者
也
、

（
ー
ユ
）
小
林
信
明
『
中
国
上
代
陰
陽
五
行
思
想
の
研
究
』
（
講
談
社
、
昭
二

　
　
十
八
年
一
に
、
「
前
漢
に
於
け
る
陰
陽
思
想
の
展
開
に
は
、
特
に
注
目

　
　
す
可
き
も
の
が
三
つ
あ
る
。
其
の
一
は
、
易
経
の
確
立
で
あ
り
、
其

　
　
の
二
は
、
董
伸
箭
の
陰
陽
説
…
…
。
」
（
十
三
頁
）
と
あ
る
。

（
1
2
）
赤
塚
忠
『
書
経
・
易
経
』
平
凡
社
、
昭
四
十
七
年
、
五
四
一
頁
、
参

　
　
照
。

（
1
3
）
た
だ
し
、
こ
の
〈
わ
か
ら
な
い
〉
と
い
う
意
味
は
、
わ
れ
わ
れ
の
日

　
　
常
経
験
的
知
に
よ
っ
て
は
測
知
で
き
な
い
〈
認
識
で
き
な
い
〉
と
い
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う
こ
と
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
不
可
知
論
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
を

　
　
簡
潔
に
記
す
。
結
論
的
に
は
、
認
識
（
日
常
経
験
的
知
）
の
レ
ベ
ル
に

　
　
お
け
る
知
で
は
な
く
し
て
、
体
会
・
体
得
と
い
っ
た
、
い
う
な
れ
ば

　
　
実
践
的
知
に
そ
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
霊
妙
な
る
も
の
と
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
は
た
ら
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
自
ら
の
は
た
ら
き
　
　
こ
の
〈
は
た
ら
き
〉
と
は
徳
の
こ
と
で
あ
る

　
　
　
　
と
し
て
獲
得
し
、
以
っ
て
こ
の
霊
妙
な
る
も
の
に
関
与
で
き
る

　
　
と
い
う
。
そ
れ
が
、
一
つ
に
「
神
物
」
（
上
・
十
章
、
十
、
一
章
）
と
呼

　
　
ば
れ
る
「
易
」
で
あ
る
。
霊
妙
な
る
は
た
ら
き
を
備
え
た
易
に
よ
っ

　
　
て
「
来
を
知
り
」
（
上
・
十
章
）
、
「
天
下
の
故
に
通
ず
」
一
上
・
九
章
）

　
　
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
易
の
功
用
を
宣
揚
す
る
、

　
　
こ
れ
は
繋
辞
伝
全
般
の
基
調
で
も
あ
る
。
ま
た
他
方
で
は
、
「
神
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
O

　
　
し
て
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
は
そ
の
人
に
存
す
。
」
一
上
・
十
二
章
）

　
　
と
あ
っ
て
、
や
は
り
こ
の
霊
妙
な
る
は
た
ら
き
と
一
体
化
し
た
理
念

　
　
的
人
格
と
し
て
の
聖
人
を
立
て
る
。

（
1
4
）
於
此
言
神
者
、
明
八
卦
運
動
、
変
化
推
移
、
莫
有
使
之
然
者
、
神
則

　
　
無
物
妙
万
物
而
為
言
也
、
則
雷
疾
風
行
火
炎
水
潤
、
莫
不
自
然
相
与

　
　
為
変
化
、
（
説
卦
伝
注
）

（
1
5
）
尚
、
『
旬
子
』
に
「
列
星
随
旋
、
日
月
逓
畑
四
時
代
御
、
陰
陽
大
化
、

　
　
風
雨
博
施
、
万
物
各
得
其
和
以
生
、
各
得
其
養
以
成
、
不
見
其
事
而

　
　
見
其
功
、
夫
是
之
謂
神
、
」
（
天
論
篇
）
と
い
う
の
と
同
様
の
意
味
で

　
　
あ
る
。

（
1
6
）
安
居
香
山
・
中
村
舞
八
『
易
緯
乾
襲
度
』
巻
上
、
『
緯
書
集
成
』
漢

　
　
魏
文
化
研
究
会
、
昭
十
五
年
、
所
収
。

（
1
7
）
高
橋
進
『
朱
蕪
と
王
陽
明
』

　
　
十
七
頁
参
照
。

国
書
刊
行
会
、
昭
五
十
二
年
、

＊
こ
の
論
文
の
概
要
は
、
中
国
広
州
『
中
山
大
学
学
報
』

第
四
期
（
一
九
八
六
）
に
掲
載
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

十
六
～

社
会
科
学
編

一
さ
と
う
・
こ
う
え
つ
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
在
学
中
）
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